
区分 単位 １単位

科目名 時間数 １５時間

講師名 履修学年 ３年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

8 試験

使用教科書・教材・参考書

成績評価の方法

備考

合同授業で行う

専門分野

精神看護学概論Ⅱ

非常勤講師

精神看護を行ううえで基盤となる精神的健康に関する、基本的知識と考え方を理解できる。

1.「精神看護学を学ぶうえで基盤となる知識を確認できる。

2.精神の健康を取り巻く現代社会の諸問題を理解できる。

3.日本と外国の精神保健医療福祉制度を比較し、課題を理解できる。

4.現在の精神保健医療福祉に関する法制度の背景を理解できる。

筆記試験100%

新体系看護学全書　精神看護学概論／精神保健　精神看護学①　メヂカルフレンド社

授業内容

学習内容

現代社会と精神（心）の健康

Ⅰ現代社会の特徴：社会構造の変化と社会病理

Ⅱ精神保健が関与する社会病理現象

社会構造や生活様式の変化などに伴う心の健康につながる課題を学ぶ

現代社会特有の精神保健上の問題（DVやひきこもりなど）の実状と社会的背景を

学ぶ

精神保健上の問題への対策と今後の方向性を学ぶ

Aドメステック・バイオレンス　Bハラスメント　C児童虐待　Dいじめ　Eひきこ

もり　F不登校　G自殺　H自傷行為　Iアルコール問題　J薬物問題　Kギャンブル

依存　L IT依存　M犯罪・非行

試験（45分）

精神保健医療福祉の歴史と現在の姿

Ⅰ精神医療の歴史

Ⅱ精神障害をもつ人生を守る法・制度

Ⅲ精神保健福祉法における医療の形態と患者の処遇

6～7 講義

2～5 講義


